
①第１回セミナー ②第２回セミナー ③第３回セミナー
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２．参加された「セミナー」の選択の理由を教えてください
①テーマー ②講師 ③教養・好奇心・勉強 ④自己都合 ⑤紹介された ⑥たまたま

22 12 35 3 16 0
３．「世界の茶の文化セミナー」について、特に印象に残ったことをお聞かせください
 ・企画とテーマ（ＣＨＡの文化、中国茶の文化、古今伝授・堺伝授、煎茶・紅茶の文化）が良かった

 ・「一期一会」席で世界のお茶（チャイ、中国茶、トルコチャイ、煎茶）が体験できた

 ・お茶が人間関係づくり（ＣＨＡ）に役立つということを知ったこと

 ・堺の茶の湯が世界の茶っ文化に関わっていることを知ったこと

１．パネル講演「世界と堺の茶の文化」で感銘を受けたこと、印象に残ったことをお聞かせください
 ・日本の茶の文化の経緯と世界の茶の文化との関わりが４人の先生方の切り口から総合的に理解できた

 ・今ある日常的な茶の文化の背景が理解できた

 ・ヨーロッパ紅茶の文化にどのようにして堺（日本）の文化が関わっていたのかが良く理解できた。

 ・堺市民として誇りを感じた

 ・貴重な二幅のお軸（千利休立像、「一期一会」書）で会場の雰囲気づくりをしていただいた「堺なんや衆」のおもてなしの心

Ⅲ．お茶のもてなし「一期一会」席について
1．煎茶のおもてなしを体験されたご感想をお聞かせください（最も実感したことに一つだけ○をつけてください）
①格式があった ②日本文化を実感 ③心がいやされた ④教養と思った ⑤美味しかった ⑥緊張した

9 27 13 11 28 3
２．特に印象に残ったことをお聞かせください
 ・小川流煎茶の心「茶は渇を止むるに非ず、飲むに非ず、喫するなり」－一滴のお茶の香りと味が印象的だった、驚いた

 ・流派の違いに興味があった

 ・締め切り後のためお茶席に参加できなくて残念だった

Ⅳ．“堺なんや衆”の活動についてお聞かせください
１．当会の名前や活動をご存知でしたか？（該当することに○をつけてください）
・名前について ①知っていた     34

・主催行事について ①参加した          28

２．当会の活動についお聞かせください
ⅰ．印象について

ⅱ．今後取り組んでほしいテーマについて

 ・堺の文化（茶の文化、寺まち文化、、古墳文化、堺商人・納屋衆）および伝統産業（自転車、刃物）

参加者居住地 堺 大阪

参加者数 70人 12人

参加者居住地 参加者合計

参加者数 111人各1人＝計11人

②聞いたことがあった               14 ③知らなかった                   36

②参加したことはない               22

 ・そのほか（親切、ハッピの色が良く似合う楽しそうな団体、輝いているなど）

  ・堺の文化をテーマに熱心に取り組んでいる団体

東京、京都、大津、八幡、生駒、箕面、藤井寺、羽曳野、松原、富田林、岸和田、

横浜、常滑、奈良、八尾、吹田、川西、高石、泉大津、和泉佐野

各2＝計18人

１．あなたが参加された「セミナー」に○をつけてください

Ⅱ．第４回セミナー「世界と堺の茶の文化」について

Ⅴ．参加者居住地（受付名簿より集計）

③今後参加したい                34

「世界の茶の文化セミナー」 第４回 アンケート集計結果

市民活動団体“堺なんや衆”

Ⅰ．「世界の茶の文化セミナー」の開催について （平成21年1月17日、於・お茶室「伸庵」、堺市博物館）

外部参加者合計：111名 アンケート回答者：84名（回答率：76％）＋スタッフ14名（府大4名、堺なんや衆：10名）


